
 

 

 

  

「よいとちにまかれたものとは、みことばをきいてさとるひとであり、あるものは

100 ばい、あるものは 60 ばい、あるものは 30 ばいのみをむすぶのである。」 

(マタイ１３・2３) 

ブラジルの ホセの いえです。がっこうから つかれ

て かえってきた ホセは、ソファに ごろんと なっ

て、おきにいりの ばんぐみを みていました。おかあ

さんは、ちらかった おもちゃを かたづけるように い

いました。でも、ホセは うごきませんでした。 ジェン４とは、キアラ・ルービックが創立したフォコラーレの子どもたちです。 
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のうふが たねを まくところを みたことが ありますか。   
まず、つちを しっかり ととのえます。たねを うけいれて、そ
だてるためです。もし たねが いしの あいだや いばらの な
かに おちたら、おおきく そだつことが できません。 

わたしたちも、イエスさまの みことばという「たね」を うけい
れるために、こころの「つち」を しっかり ととのえなければ 
なりません。そして、おこったり、しっとしたり、じぶんのこと 
ばかり かんがえたりすると、こころに 「いし」が できます。 
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ゆるしたり、「ごめんなさい」と あやまったり、もういちど が
んばろうと したりすると、こころの「つち」は また よい つちに
なります。かみさまの みことばの「たね」が そだち、イエスさ
まが おしえてくださった ように いきることが できます。 

でも、ホセは しあわせでは ありませんでした。すると、とつぜ
ん たちあがって、テレビを けし、おかあさんと いっしょに おも
ちゃを かたづけました。ふたりは いっしょに いえじゅうを きれ
いに しました。ホセは とても しあわせな きもちに なりました。
あいが じぶんの こころに はいってきたと かんじたのです。 

ホセは、おかあさんの こえが ちゃんと きこえていました。 
あさに さいころを ふったとき、「じぶんから さきに あいす
る」だったことも おぼえていました。でも、ホセは きこえ
ない ふりを しました。つかれて、やすみたかったのです。 


